
(57)【要約】

【課題】　撮影上の自由度が大きいバイプレーンの超音

波プローブを実現する。

【解決手段】　２つの走査面（２１２，２１４）を超音

波でそれぞれ走査するための２つの超音波トランスデュ

ーサアレイ（２２２，２２４）を有する超音波プローブ

について、２つの超音波トランスデューサアレイのうち

の一方を他方に対して相対的に姿勢が可変なようにした

（６００，７００）。一方の超音波トランスデューサア

レイの走査面は、他方の超音波トランスデューサアレイ

の走査面と垂直に交差する。一方の超音波トランスデュ

ーサアレイの走査面と他方の超音波トランスデューサア

レイの走査面との交差位置は、一方の超音波トランスデ

ューサアレイの姿勢変化に伴って変化する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ つ の 走 査 面 を 超 音 波 で そ れ ぞ れ 走 査 す る た め の ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ
を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の う ち の 一 方 は 他 方 に 対 し て 相 対 的 に 姿 勢 が
可 変 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 走 査 面 が 他 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア
レ イ の 走 査 面 と 垂 直 に 交 差 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 走 査 面 と 他 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア
レ イ の 走 査 面 と の 交 差 位 置 が 、 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 変 化 に 伴
っ て 変 化 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 一 端 側 に 前 記 ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が 設 け ら れ た 棒 状 構 造 部 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の う ち の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 棒 状 構 造 部 が 、 他 端 側 に 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 を 操 作 す
る た め の 操 作 部 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 操 作 部 と 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が 前 記 棒 状 構 造 部 の 内 部 で リ ン
ク 機 構 に よ っ て 連 結 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 操 作 部 と 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が 前 記 棒 状 構 造 部 の 内 部 で 繰 り
糸 機 構 に よ っ て 連 結 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 棒 状 構 造 部 が 、 他 端 側 に 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 を 示 す 指
標 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ な い し 請 求 項 ７ の う ち の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ （ ｐ ｒ ｏ ｂ ｅ ） に 関 し 、 特 に 、 ２ つ の 走 査 面 を 超 音 波 で そ れ
ぞ れ 走 査 す る い わ ゆ る バ イ プ レ ー ン （ ｂ ｉ ｐ ｌ ａ ｎ ｅ ） の 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 体 腔 の 内 側 か ら 超 音 波 診 断 を 行 う と き 体 腔 挿 入 形 の 超 音 波 プ ロ ー
ブ が 用 い ら れ る 。 こ の 種 の プ ロ ー ブ の 中 に バ イ プ レ ー ン の 超 音 波 プ ロ ー ブ が あ る 。 バ イ プ
レ ー ン の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 ２ つ の 走 査 面 を 超 音 波 で そ れ ぞ れ 走 査 す る た め の ２ つ の 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ を 有 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ５ ３ ０ ５ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 図 １ － ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ２ つ の 走 査 面 は 、 送 受 信 部 に お け る ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 置 に よ っ て 決 ま
っ て し ま う の で 、 撮 影 さ れ る ２ つ の 画 像 の 相 互 関 係 が 固 定 さ れ 撮 影 上 の 自 由 度 が な い 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 撮 影 上 の 自 由 度 が 大 き い バ イ プ レ ー ン の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 実
現 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 ２ つ の 走 査 面 を 超 音 波 で そ れ ぞ れ 走 査 す る た め
の ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ２ つ の 超
音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の う ち の 一 方 は 他 方 に 対 し て 相 対 的 に 姿 勢 が 可 変 で あ る 、 こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 走 査 面 が 他 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア
レ イ の 走 査 面 と 垂 直 に 交 差 す る こ と が 、 断 面 が 直 交 す る ２ つ の 断 層 像 を 得 る 点 で 好 ま し い
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 走 査 面 と 他 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア
レ イ の 走 査 面 と の 交 差 位 置 が 、 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 変 化 に 伴
っ て 変 化 す る こ と が 、 断 面 が 直 交 す る ２ つ の 断 層 像 の 相 互 関 係 を 変 化 さ せ る 点 で 好 ま し い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 端 側 に 前 記 ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が 設 け ら れ た 棒 状 構 造 部 を 有 す る こ
と が 、 体 腔 の 内 側 か ら の 撮 影 を 可 能 に す る 点 で 好 ま し い 。
　 前 記 棒 状 構 造 部 が 、 他 端 側 に 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 を 操 作 す
る た め の 操 作 部 を 有 す る こ と が 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 の 操 作 を 容 易 に す
る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 操 作 部 と 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が 前 記 棒 状 構 造 部 の 内 部 で リ ン
ク 機 構 に よ っ て 連 結 さ れ る こ と が 、 レ バ ー に よ る 操 作 を 容 易 に す る 点 で 好 ま し い 。
　 前 記 操 作 部 と 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が 前 記 棒 状 構 造 部 の 内 部 で 繰 り
糸 機 構 に よ っ て 連 結 さ れ る こ と が 、 ノ ブ に よ る 操 作 を 容 易 に す る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 棒 状 構 造 部 が 、 他 端 側 に 前 記 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 を 示 す 指
標 を 有 す る こ と が 、 一 方 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 の 確 認 を 容 易 に す る 点 で
好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 、 ２ つ の 走 査 面 を 超 音 波 で そ れ ぞ れ 走 査 す る た め の
２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ２ つ の 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の う ち の 一 方 は 他 方 に 対 し て 相 対 的 に 姿 勢 が 可 変 で あ る こ と を
特 徴 と す る の で 、 撮 影 上 の 自 由 度 が 大 き い バ イ プ レ ー ン の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 実 現 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発
明 は 、 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 図 １ に 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ の 構 成 を 示 す 。 超 音 波 プ ロ ー ブ は 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 で あ る 。 本
プ ロ ー ブ の 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の
一 例 が 示 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 本 プ ロ ー ブ は 概 ね 棒 状 の 外 形 を 持 つ 。 超 音 波 プ ロ ー ブ の エ ン ク ロ ー
ジ ャ （ ｅ ｎ ｃ ｌ ｏ ｓ ｕ ｒ ｅ ） は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク （ ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ ｓ ） 材 料 等 で 構 成
さ れ る 。 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 内 部 に は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｄ ｕ ｃ
ｅ ｒ 　 ａ ｒ ｒ ａ ｙ ） を 始 め と す る 超 音 波 送 受 用 の 内 部 ユ ニ ッ ト （ ｕ ｎ ｉ ｔ ） が 収 容 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 棒 状 構 造 の 一 方 側 は 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ で あ る 。 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ は 、 例 え ば 直 腸 等 の 体
腔 に 挿 入 可 能 な 程 度 に 細 身 で 適 宜 の 長 さ の 棒 体 と な っ て い る 。 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ の 先 端 の
２ 個 所 は 送 受 端 ２ ０ ２ ， ２ ０ ４ と な っ て い る 。 体 腔 挿 入 部 １ ０ ２ は 、 本 発 明 に お け る 棒 状
構 造 部 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 送 受 端 ２ ０ ２ ， ２ ０ ４ の 内 側 に 、 ２ つ の 波 長 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ が そ れ ぞ れ 設
け ら れ て い る 。 ２ つ の 波 長 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ は 、 い ず れ も 、 複 数 の 超 音 波 振 動
子 の １ 次 元 配 列 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら の ア レ イ は 、 走 査 面 ２ １ ２ ， ２ １ ４ を 超 音 波 ビ ー ム （ ｂ ｅ ａ ｍ ） で そ れ ぞ れ 走 査
す る 。 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 は 電 子 ス キ ャ ン （ ｓ ｃ ａ ｎ ） 方 式 に よ り 電 気 的 に 制 御 さ れ る 。
走 査 面 ２ １ ２ と 走 査 面 ２ １ ４ は 互 い に 垂 直 に 交 差 す る 。 こ れ に よ っ て 、 同 一 の 関 心 領 域 の
互 い に 垂 直 な ２ つ の 断 面 を 同 時 に 撮 影 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 棒 状 構 造 の 他 方 側 は 握 り 部 １ ０ ４ と な っ て い る 。 握 り 部 １ ０ ４ は 使 用 者 に よ る 把 時 に 便
利 な よ う に 適 宜 の 太 さ と な っ て い る 。 握 り 部 １ ０ ４ の 後 端 に は 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続
す る た め の 図 示 し な い 信 号 ケ ー ブ ル が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 握 り 部 １ ０ ４ に は 、 レ バ ー （ ｌ ｅ ｖ ｅ ｒ ） ６ ０ ０ が 設 け ら れ て い る 。 レ バ ー ６ ０ ０ は 回
転 軸 ６ ０ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 使 用 者 は 、 レ バ ー ６ ０ ０ を 操 作 し て そ の 回 転 角 度 を 調 節 す
る こ と が で き る 。 使 用 者 は 、 ま た 、 指 標 ６ ０ ４ に よ っ て レ バ ー ６ ０ ０ の 回 転 角 度 を 知 る こ
と が で き る 。 レ バ ー ６ ０ ０ の 回 転 は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 の 後 述 の リ ン ク （ ｌ ｉ ｎ ｋ ） 機 構
を 介 し て 、 送 受 端 ２ ０ ４ の 内 側 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ に 伝 達 さ れ る 。 レ バ ー ６
０ ０ は 、 本 発 明 に お け る 操 作 部 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 の 要 部 の 構 造 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ の
内 部 に は 、 ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ ， ２ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ は 、 送 受 端 ２ ０ ２ の 内 側 に あ っ て 走 査 面 ２ １ ２ を 超 音 波
ビ ー ム で 走 査 す る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ は 、 送 受 端 ２ ０ ４ の 内 側 に あ っ
て 走 査 面 ２ １ ４ を 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ は 位 置 が 固 定 で あ る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア
レ イ ２ ２ ４ は 回 転 軸 ６ ２ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 回 転 軸 ６ ２ ４ は リ ン ク 機 構 ７ ０ ０ を 介 し て
レ バ ー ６ ０ ０ の 回 転 軸 ６ ０ ２ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 リ ン ク 機 構 ７ ０ ０ は 、 回 転 軸 ６ ０ ２ ， ６ ２ ４ に そ れ ぞ れ 一 端 が 固 定 さ れ た 平 行 な 腕 ７ ０
２ ， ７ ２ ４ と 、 そ れ ら の 他 端 に ヒ ン ジ （ ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ ） に よ っ て 両 端 が 結 合 さ れ た 連 結 腕 ７
３ ０ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 レ バ ー ６ ０ ０ の 回 転 が 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ に
伝 達 さ れ る の で 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ の 回 転 角 度 を レ バ ー ６ ０ ０ に よ っ
て 調 節 す る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ の 姿 勢 を
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ に 関 し て 相 対 的 に 変 更 す る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-95172 A 2006.4.13



【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ っ て 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 走 査 面 ２ １ ２ に お け る 走 査 面 ２ １ ４ の 交 差 位
置 を 変 更 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 走 査 面 ２ １ ２ に お け る 別 な 関 心 領 域 に つ い て 、
互 い に 垂 直 な ２ つ の 断 面 を 撮 影 す る こ と が で き る 。 交 差 位 置 は 任 意 に 調 節 可 能 で あ り 、 こ
れ に よ っ て 、 任 意 の 関 心 領 域 に つ い て 互 い に 垂 直 な ２ つ の 断 面 を 同 時 に 撮 影 す る こ と が で
き る 。 す な わ ち 、 バ イ プ レ ー ン 撮 影 の 自 由 度 が 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ の 回 転 角 度 の 調 節 は レ バ ー に 変 え て ノ ブ （ ｋ ｎ ｏ
ｂ ） で 調 節 す る よ う に し て も よ い 。 そ の よ う な 例 を 図 ４ な い し 図 ６ に 示 す 。 各 図 に お い て
、 図 １ な い し 図 ３ に 示 し た も の と 同 様 な 部 分 は 、 同 一 の 符 号 を 付 し 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 握 り 部 １ ０ ４ に は 、 ノ ブ ８ ０ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ノ ブ ８ ０ ０ は 回 転 軸 ８ ０ ２ に 固 定 さ
れ て い る 。 使 用 者 は 、 ノ ブ ８ ０ ０ を 操 作 し て そ の 回 転 角 度 を 調 節 す る こ と が で き る 。 使 用
者 は 、 ま た 、 指 標 ８ ０ ４ に よ っ て ノ ブ ８ ０ ０ の 回 転 角 度 を 知 る こ と が で き る 。 ノ ブ ８ ０ ０
の 回 転 は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 の 後 述 の 繰 り 糸 機 構 を 介 し て 、 送 受 端 ２ ０ ４ の 内 側 の 超 音 波
ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ に 伝 達 さ れ る 。 ノ ブ ８ ０ ０ は 、 本 発 明 に お け る 操 作 部 の 一 例 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ に 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 の 要 部 の 構 造 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ の
内 部 に は 、 ２ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ ， ２ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ は 、 送 受 端 ２ ０ ２ の 内 側 に あ っ て 走 査 面 ２ １ ２ を 超 音 波
ビ ー ム で 走 査 す る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ は 、 送 受 端 ２ ０ ４ の 内 側 に あ っ
て 走 査 面 ２ １ ４ を 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ は 位 置 が 固 定 で あ る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア
レ イ ２ ２ ４ は 回 転 軸 ８ ２ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 回 転 軸 ８ ２ ４ は 繰 り 糸 機 構 ７ ０ ０ を 介 し て
ノ ブ ８ ０ ０ の 回 転 軸 ８ ０ ２ に 連 結 さ れ て い る 。 繰 り 糸 機 構 ７ ０ ０ は 、 回 転 軸 ８ ０ ２ ， ８ ２
４ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ た プ ー リ （ ｐ ｕ ｌ ｌ ｅ ｙ ） ９ ０ ２ ， ９ ２ ４ と 、 そ れ ら に か け 回 さ れ
た さ れ た ワ イ ヤ （ ｗ ｉ ｒ ｅ ） ９ ３ ０ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 ノ ブ ８ ０ ０ の 回 転 が 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ に 伝
達 さ れ る の で 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ の 回 転 角 度 を ノ ブ ８ ０ ０ に よ っ て 調
節 す る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ４ の 姿 勢 を 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ ２ ２ に 関 し て 相 対 的 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ っ て 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 走 査 面 ２ １ ２ に お け る 走 査 面 ２ １ ４ の 交 差 位
置 を 変 更 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 走 査 面 ２ １ ２ に お け る 別 な 関 心 領 域 に つ い て 、
互 い に 垂 直 な ２ つ の 断 面 を 撮 影 す る こ と が で き る 。 交 差 位 置 は 任 意 に 調 節 可 能 で あ り 、 こ
れ に よ っ て 、 任 意 の 関 心 領 域 に つ い て 互 い に 垂 直 な ２ つ の 断 面 を 撮 影 す る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 バ イ プ レ ー ン 撮 影 の 自 由 度 が 大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ の エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 の 主 要 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 調 節 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 他 の 例 の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ の エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 の 主 要 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ の 姿 勢 調 節 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
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１ ０ ２ 　 体 腔 挿 入 部
１ ０ ４ 　 握 り 部
２ ０ ２ ， ２ ０ ４ 　 送 受 端
２ １ ２ ， ２ １ ４ 　 走 査 面
２ ２ ２ ， ２ ２ ４ 　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ
６ ０ ０ 　 レ バ ー
６ ０ ２ ， ６ ２ ４ 　 回 転 軸
７ ０ ０ 　 リ ン ク 機 構
８ ０ ０ 　 ノ ブ
８ ０ ２ ， ８ ２ ４ 　 回 転 軸
９ ０ ０ 　 繰 り 糸 機 構
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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